


【地盤保証判定書 各項目の解説】

布基礎（SRC基礎ﾌｰﾁﾝｸﾞﾀｲﾌﾟ同扱）         ３０ｋＮ/㎡以上の場合適用

べた基礎（SRC基礎ﾊﾘﾀｲﾌﾟ同扱）             ２０ｋＮ/㎡以上の場合適用

※1.物件の規模によって上記基礎仕様でも詳細に設計地耐力の提示がある場合は個別に対応する

□

■

計画通り                         上記以外の基礎仕様を指す。（独立基礎など）

※2.各基礎仕様の設計地耐力がそれぞれ上記の値を超える場合 ”設計地耐力  ≦  地耐力”
であれば適用可。（例として、べた基礎の設計地耐力が２0ｋＮ/㎡の場合、地耐力の目安の
チェックが、２０ｋＮ/㎡～３０ｋＮ／㎡、に▲が付いていれば適用となる）

地業補強                         基礎直下の地耐力が不足している場合（部分置換も含む）良質土
や砕石で薄層転圧を行う等の置換を指す。

浅層地盤補強                   一般的には表層地盤改良を指す。（地盤面から深度約２ｍ以内に
安定評価に対する問題がある場合）

杭状地盤補強                   柱状地盤改良、小口径鋼管杭、コンクリート杭等、深い軟弱層に
対する建物の支持機構を杭状に構築する工種を指す。

第三者評定工法等             国交大臣や特定機関によって認定や評定を取得した工法を指す。

その他                            諸条件で上記以外を選択の場合。内容は判定書の備考欄参照の事。

※3.第三者評定工法以外は日本建築学会「小規模建築物基礎設計指針」「建築基礎構造設計指針」

    「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」等を参考にご計画ください。

≪保証を適用する基礎仕様≫

《判定に影響した項目》－ 考 察 －
地耐力不足 ・・・地盤の地耐力が建物の設計地耐力を満たしていない。

軟弱地盤 ・・・告示の指導にあたる低荷重を含んだ自沈層の分布が広範囲に認められる。

※表面波探査法の場合は支持力20ｋＮ／㎡未満の層が広範囲に分布。

ﾃﾞｰﾀのﾊﾞﾗﾂｷ ・・・各測点ﾃﾞｰﾀ（回転・自沈・厚さ・土質等）が不均一で安定性に欠ける。
※表面波探査法の場合は速度・支持力・厚さ等に格差がある場合を指す。

盛土 ・・・新規盛土が締まっていない。原地盤が盛土+建物重量を支持できない。

擁壁 ・・・擁壁背面の埋戻し土が締っていない事により、他の地点との耐力差から

不同沈下の可能性が高い。

地層の傾斜 ・・・支持層が傾斜し上位の盛土や軟弱層が不均等な為、不同沈下が懸念される。

腐植土の恐れ・・・近隣ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀや調査時の土質判別で腐植土・有機質土等圧縮性の高い

土質が分布する情報があり、長期的な圧密沈下のﾘｽｸが高い。仮に建物跡地

であり自沈の傾向が観られない場合等も、地盤補強の検討が必要である。

建物跡地 ・・・経年的な実大載荷で地盤は落ち着いている可能性も高い為、新築規模が

同等であれば不同沈下のﾘｽｸは低い。（解体時の攪乱が深くない事が条件）

ローム    ・・・SWS試験では自沈層として計測されるｹｰｽもあるが、近隣ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀ等

でﾛｰﾑが確認できる場合、未攪乱のﾛｰﾑであれば原則として圧密沈下の懸念

は少ない。※攪乱の疑いのある浅い深度間に目立った自沈の無い事が条件

 ※4.判定書の《判定に影響した項目》がグレーアウトしている場合は考察の対象外。
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